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【平成３０年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

○ A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に

遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中

止が適当である 

（意見等） 

本研究は、X 線自由電子レーザー（XFEL）を用いた極小バクテリアの核様体構造のナノレベルダイ

ナミクスの観察を目的としており、密封型細胞観察システムや同調培養法の開発などで一定の成果は

上がっている。 
しかし、主目的である「生細胞のナノダイナミクスの観察」については十分進んでおらず、目標に掲

げた成果を得ることができるかは不明な点も多い。周辺技術整備は本研究の入り口に過ぎない。これら

の技術を活用して生細胞を用いた核様体構造の XFEL 観察に取り組み、電子顕微鏡や超解像光学顕微

鏡などの競合技術に対して優位性のある時空間分解能で核様体構造の詳細を得ることが重要であり、

この点については今後の努力が必要である。 
 


